
③
町
の
将
来
の
人
口
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、「
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

（
社
人
研
）」に
よ
る
と
、
町
の
将
来

人
口
は
、
25
年
後
の
２
０
４
０
年

で「
６
，９
５
３
人
」、
４
５
年
後
の

２
０
６
０
年
で「
４
，４
１
４
人
」と

推
計
し
て
お
り
ま
す
。

【
総
合
戦
略
の
策
定
】

　

人
口
減
少
対
策
は
、
町
の
最
重
要

課
題
の
１
つ
と
し
て
捉
え
、
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
対
策

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、役
場
、

小
野
町
議
会
の
み
な
ら
ず
、産
業
界
、

行
政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、

労
働
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
、
町
民
代
表

で
構
成
さ
れ
る「
小
野
町
地
域
創
生

総
合
戦
略
推
進
会
議
」を
設
置
し
、

内
容
を
議
論･

検
討
の
上
、
総
合
戦

略
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
目
指
す
べ
き
方
向
性
】

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
自
然
減
と
、
社
会
減
を
そ

れ
ぞ
れ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

町
で
は
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
社
人
研
が
推
計
し
た
２
０
６
０

年
の
人
口
よ
り
約
２
，１
０
０
人
以
上

多
い
６
，５
０
０
人
以
上
を
確
保
し
ま

す
。（
図
３
）

︽
基
本
目
標
１
︾　

　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
に

　

楽
し
み
や
う
れ
し
さ
を
実
感
で
き

　

る
ま
ち
づ
く
り

●
出
会
い
の
場
づ
く
り
や
出
産
・
子

　

育
て
・
教
育
へ
の
支
援
な
ど
に
よ

　

り
、
若
者
や
子
育
て
世
代
が
町
で

　

暮
ら
し
や
す
さ
を
感
じ
る
よ
う
環

　

境
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
や
町

　

内
の
医
療
機
関
な
ど
の
連
携
を
促

　

進
し
、
医
師
の
確
保
に
努
め
、
町

　

内
の
医
療
体
制
充
実
を
図
り
ま
す
。

︽
基
本
目
標
２
︾　

　

活
気
に
あ
ふ
れ
、
賑
わ
い
を
実
感

　

で
き
る
し
ご
と
づ
く
り

●
企
業
誘
致
、
創
業
支
援
を
推
進
す

　

る
と
と
も
に
、
町
内
に
あ
る
企
業

　

等
の
継
続
的
発
展
を
支
え
る
仕
組

　

み
を
構
築
す
る
な
ど
全
力
で
応
援

　

す
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

●
魅
力
の
あ
る
農
業
へ
の
変
革
を
目

　

指
す
た
め
、
農
地
の
基
盤
整
備
や

　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
と

　

と
も
に
、
農
産
物
の
流
通
販
売
の

　

支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

●
小
野
町
産
の
農
産
物
の
付
加
価
値

　

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
農
業
の
６

　

次
産
業（
生
産
・
加
工
・
販
売
を

　

一
括
で
行
う
産
業
）化
を
推
進
し

　

ま
す
。

図3　人口の将来展望 単位：人

約2,100人の増加
6,554人以上確保
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